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紀の川ダム統合管理事務所の概要

紀の川ダム統合管理事務所

大滝ダム

猿谷ダム

大滝ダム
大滝ダム建設の経緯

昭和34年 9月 伊勢湾台風 紀の川流域内で甚大な被害

昭和35年 4月 予備調査開始

昭和37年 4月 実施計画調査開始

昭和40年 4月 建設事業着手、紀の川水系工事実施基本計画策定

昭和63年12月 大滝ダム工事に着手

平成14年 8月 大滝ダム本体コンクリート打設完了

平成15年 3月 試験湛水開始

平成15年 4月 白屋地区に亀裂現象発生

平成15年 5月 試験湛水中断

平成17年12月 白屋地区地すべり対策工事に着手

平成20年 8月 迫地区地すべり対策工事着手

平成20年 9月 大滝地区地すべり対策工事着手

平成21年 2月 白屋地区地すべり対策工事が完成

平成23年 3月 迫地区地すべり対策工事が完成

平成23年11月 大滝地区地すべり対策工事が完成

平成23年12月 試験湛水再開

平成24年 6月 試験湛水完了

平成25年 3月 大滝ダム竣工

平成25年 4月 大滝ダム本運用開始

令和 5年 8月 ダム既存最大流入量２,５８８m3／ｓを記録

昭和３４年（伊勢湾台風） 奈良県吉野郡吉野町上市付近

昭和５７年（台風から変わった低気圧）

和歌山市直川地区付近
のうがわ

奈良 3.50m3/S

県営水道 3.50m3/S

和歌山 3.50m3/S

県営水道 0.45m3/S

和歌山市営水道 1.54m3/S

橋本市営水道 1.00m3/S

和歌山市工業用水 0.51m3/S

昭和22年12月 十津川・紀の川総合開発調査協議会

昭和27年 4月 建設省直轄工事に移行

昭和29年 5月 本体工事に着手

昭和31年 9月 猿谷ダム試験湛水開始

昭和33年 4月 猿谷ダム管理所開設（管理開始）

昭和34年 9月 伊勢湾台風上陸

ダム既存最大流入量２,０５０m3／ｓを記録

昭和44年 6月 放流事故が発生

昭和56年 3月 貯砂ダム完成

平成 2年 河川維持放流の開始

平成15年 4月 紀の川ダム統合管理事務所の発足

平成22年 5月 猿谷ダム管理支所 新庁舎完成

平成23年 9月 台風12号上陸

平成24年 6月 貯水位試行運用

平成25年 2月 操作規則制定

現在に至る

猿谷ダムの歴史

昭和30年 本体工事状況

平成23年 台風12号上陸

猿谷ダム下流の宇井地区封土状況
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令和８年度 紀の川ダム統合管理事務所 事業概要

ダム操作に関すること

ダムの観測に関すること

コスト縮減の取組（流木の有効利用）

大滝ダムと猿谷ダムでは降雨により大量の流木が流れ込み、ダム湖に溜まることにより放流
ゲートなどの設備を傷つけることがあります。そのため、定期的にダム内の流木を撤去しています
が、コスト縮減・資源の有効利用の観点として一般の方にガーデニングや流木アート、薪などに利
用していただけるよう「流木の無料配布」を実施しています。

また、無料配布については、事前の申し込みが必要であるため配布時期の情報と併せて事務所
のホームページやX（旧Tｗｉｔｔｅｒ）などでお知らせします。

主な業務内容

ダムの維持管理に関すること

紀の川ダム統合管理事務所では、大滝ダムと猿谷ダムが持つ効果を最大限に発揮できるよう

日々管理を行っています。 大滝ダム管理支所、猿谷ダム管理支所ではダムの施設管理や操作
を実施しています。

･洪水調節や利水機能確保のためのダム操
作を行います。

・ダムが防災操作を行う場合は、関係機関へ
放流通知や、一般の方々に水位変動の周知
（サイレンや巡視等）を行い、適切なダム管
理を行います。

・ダム本体やゲート、貯水池、河川水位上昇
警報設備等の修繕や点検を行います。

・洪水によりダムに流れ込んできた流木の処
理を行います。

ダムの諸調査に関すること

・ダム堤体や貯水池斜面等の挙動を観測し、
ダム及びその周辺の安全を確認します。

・雨量や流量等に関する基礎資料を収集す
るため、水文観測を行います。

・ダム貯水池やダム下流における生物生息
調査を実施します。

・過去に実施した環境及び管理に関する各
種調査結果について、分析・評価を行います。

ダム湖に浮かぶ流木の引上げ作業

【利用者の声】

○処分するのはもったいない。非常に
良い取り組みなので、続けてほしい。
○もう少し、小切りにしたものがあれ
ば良い。
○次の機会も利用する。

仮置き

アート作品に

持ち帰り

▲巡視状況

▲操作（ダム操作）

▲点検（ダムゲート）

▲流木処理状況

▲堤体観測(漏水量調査) ▲環境調査(昆虫調査)

▲環境調査(底生動物調査)▲堤体観測(雨水枡点検) 2



大滝ダムは、伊勢湾台風（昭和３４年）による甚大な被害を受けたことをきっかけに計画・建設され、平成２５年３月３
１日に建設事業が完了し、運用を開始しました。紀の川の洪水被害を最小限にくい止めるとともに、水道用水・工業用
水の供給、発電及び紀の川下流の河川環境に配慮した河川水補給も行っています。

貯水地諸元
河川名・・・・・紀の川水系紀の川
ダム位置・・・奈良県吉野郡川上村大滝
河口からの距離・・・１００．６５ｋｍ
流域面積・・・２５８㎢

（内訳：大滝ダム １４３．２㎢
 大迫ダム １１４．８㎢）

湛水面積・・・２．５１㎢
総貯水量・・・８４，０００，０００㎡

有効貯水容量・・・・・７６，０００，０００㎥
第一期洪水貯留容量・・・４５，０００，０００㎥
第二期洪水貯留容量・・・６１，０００，０００㎥
堆砂容量・・・８，０００，０００㎥
洪水時最高水位・・・ＥＬ．３２３．０ｍ
平常時最高貯水位・・・ＥＬ．３２１．０ｍ
第一期洪水貯留準備水位・・・ＥＬ．３０２．０ｍ（６／１６～８／１５）
第二期洪水貯留準備水位・・・ＥＬ．２９０．０ｍ（８／１６～１０／１５）
最低水位・・・ＥＬ．２７１．０ｍ

洪水時最高水位 EL.323m

第1期洪水調節容量
45,000千m3

第2期洪水調節容量
61,000千m3

第2期洪水貯留準備水位
EL.290m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ容量5,000千m3

堤高
100m

有
効

容
量

7
6,
0
00
千

m
3

総
貯

水
容
量

8
4,
0
00
千

m
3
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EL.321m第1期洪水貯留準備水位

EL.302m

利水容量
71,000千m3

利水容量
15,000千m3

利水容量
71,000千m3

利水容量
31,000千m3

8/15
10/15

6/15

6/16

8/16

ｻｰﾁｬｰｼﾞ容量5,000千m3

堆砂容量 8,000千m3 

平常時最高貯水位
EL.321m

ダム諸元
型式・・・・・重力式コンクリートダム
堤高・・・１００ｍ
堤頂高・・・３１５ｍ
堤体積・・・１，０３０，０００㎥
出水期・・・６／１６～１０／１５

放流設備
常用・・・・・高圧ラジアルゲート（Ｂ５．０ｍ×Ｈ６．３ｍ×３門（上段１門、下段２門）
非常用・・・ラジアルゲート（Ｂ１０．００ｍ×Ｈ１４．８７ｍ×４門）
利水・・・・・〔選択取水〕多段式シリンダーゲート（Φ３．００ｍ～Φ４．６５ｍ×６段）

  〔利水放流〕高圧ジェットフローゲート（Φ１．５ｍ×１門）
  〔小放流ゲート〕高圧ジェットフローゲート（Φ０．４０ｍ×１門）

計画水位維持・・・高圧スライドゲート（Ｂ１．８ｍ×Ｈ２．３ｍ×１門

貯水地容量配分図

大滝ダムの防災操作
流入量が１，２００㎥／ｓ以上のときは、最大１，２００㎥／ｓまでを放流する防災操作を行います。ただし、気象、水象その他の状況によっては、１，

２００㎥／ｓ以上の異常洪水時防災操作（※）を行います。

令和８年度の主な維持管理・修繕

大滝ダム・学べる防災ステーション

平成8年4月8日に水と土木とダムについて学べる体感教室
として「大滝ダム・学べる建設ステーション」がオープン。大滝
ダム完成を契機に「大滝ダム・学べる防災ステーション」と名
前を改めました。令和８年に開館３０周年を迎えることから、
広くPRを行うために記念ロゴマークを作成し、様々な場面で
使用していくこととします。
大滝ダム・学べる防災ステーションでは、設置された映像や

ジオラマ等により、人間の知恵がどのように「水」を治め、「水
」を活用してきたかを「ダムを見て、防災の話を聞いて」学習
することができます。

 また、小学生が大滝ダムで学んだことをまとめたダム見学
新聞を応募する「ダム見学新聞」コンクールを今年度も開催
します。

大滝ダム・学べる防災ステーション

大滝ダム
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横断図

1,200m3/sを上限として水位低下

流 量

放流量 1,200m3/s流入量

貯水位

時
間

時
間

貯水位

洪水時最高水位 EL.323m

制限水位EL.290m

①急激な水位変動を生じない放流
②

洪水警戒
体制

③
放流通知

④
警報・巡視

⑤
放流量
増加

⑥
洪水調節

⑦
水位低下

⑧
洪水警戒
体制解除

平常時最高水位 EL.321m

※異常洪水時防災操作貯水位が、異常洪水時防災操作開始水位（EL.３１８．１ｍ）を超え、そのままの操作を続けると洪水時最高水位を超えることが予想される場合の操作。

大滝ダム
管理支所

下流

上流

紀の川

土砂撤去工事
ダム下流への土砂供給のため、

ダム堆積土砂を掘削し、下流に
仮置きします。

ダム見学新聞コンクール表彰式

その他緊急的な維持工事等を
実施します。
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大滝ダムの管理に必要な地震情報シ
ステム、観測装置、感震器、情報配信
装置の更新を行います。

地震情報設備設置工事

▲地震情報システム

管理支所防水工事

大滝ダム管理支所の、庁舎防水改
修工事を行います。

３０周年記念ロゴ
入賞者による龍神湖畔で植樹式

大滝ダムの下流に位置する宮滝地
区において河川状況を監視するため
のCCTVカメラ装置の更新を行います。

CCTVカメラ設置工事

▲CCTVカメラ
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猿谷ダムは、「十津川・紀の川総合開発事業」の一環として、昭和３３年３月に建設事業が完了し、運用を開始しました。利水
を目的としたダムで、主に紀伊平野への不特定かんがい用水の補給や分水を利用した水力発電を行っており、猿谷ダム下流
の河川環境に配慮した河川水補給も行っています。

総貯水容量
23,300千m3

E.L 439.0

最低水位 412.0m

E.L 374.5

越流頂 E.L 425.5

堆砂容量
6,000千m3

有効貯水容量
17,300千m3

堤内放流管 E.L 407.9

平常時最高水位 436.0m

E.L 390.0

E.L 376.5

E.L 373.0

E.L 375.0

414.0
E.L

河川名・・・・・新宮川水系熊野川
ダム位置・・・（左岸）奈良県五條市大塔町辻堂

（右岸）奈良県五條市大塔町猿谷
河口からの距離・・・１０１．５ｋｍ
流域面積・・・（洪水時）直接流域 ８２．８５㎢

九頭竜ダム上流域 １２０．８９㎢
（平水時）直接流域 ８２．８５㎢

間接（川原樋川）流域 １３２．３３㎢

湛水面積・・・・１．００㎢
総貯水容量・・・・２３，３００，０００㎥
有効貯水容量・・・１７，３００，０００㎥
平常時最高水位・・・EL．４３６．０ｍ
最低水位・・・・EL．４１２．０ｍ
有効推進・・・・２４．０ｍ
最大分水量・・・１６．７㎥／ｓ
計画洪水流量・・・２，０６０㎥／ｓ

貯水地諸元

ダム諸元
形式・・・・・重力式コンクリートダム
標高・・・・・７４ｍ
堤頂頂・・・１７０ｍ
堤体積・・・１７４，０００㎥

放流設備
洪水吐・・・・・・・・２段式ローラーゲート（H10.5m×B７．５ｍ×４門）
堤内放流管・・・・ジェットフローゲート（Φ１，０５０ｍｍ×１門）
出水期・・・・・・・・・・・６／１５～１０／３１

令和８年度の主な維持管理・修繕

猿谷ダム

＜十津川紀の川総合開発事業における位置付け＞
昭和22年「復興国土計画要綱」に全国12水系における水資源の総合開発が盛り込まれ、その12水系の中に十津川・
紀の川が含まれた。その後、大和・紀伊両平野の農業用水確保と電力開発を合わせ、「十津川・紀の川総合開発計
画」が動き出し、昭和25年に事業実施の協定（通称「プルニエ協定」）が締結された。

上流

下流

熊野川

川原樋川取水堰堤修繕工事

川原樋川取水堰堤は、ダム下流の支川川原樋川
から貯水池に導水することを目的とした施設です。
当施設は昭和３３年に建設され、老朽化や著しい
損傷が生じているため令和７年度から修繕工事を
行っています。

水叩工の損傷状況

堆積土砂撤去工事
貯水地上流部において継続的に土砂撤去を実

施しており令和８年度も実施します。

横断図

堆積土砂撤去工事
（阪本取水口）

堆積が進む阪本取水口付近において集中的に
土砂撤去を行います

洪水期における試行運用
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その他緊急的な維持工事等を
実施します。

白六山無線中継所蓄電池設備更新

多重無線のネット
ワーク構築に必要な
白六山無線中継所
の蓄電池設備を更
新します。
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